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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年10月17日(2013.10.17)

【公表番号】特表2013-504672(P2013-504672A)
【公表日】平成25年2月7日(2013.2.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-007
【出願番号】特願2012-529205(P2012-529205)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  33/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/14     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 133/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 133/10     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 125/04     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  33/08    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/02    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/14    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 133/08    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 133/10    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 125/04    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 183/07    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年9月2日(2013.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組成物を製造する方法であって、
　（ａ）少なくとも１つのアルコキシシラン（Ｂ２）とポリマー分散液（ＰＤ）とを含む
結合剤成分（Ｂ）を反応させ、
これによりプレポリマーを得ること、続いて
　（ｂ）前記プレポリマーを、
　－　水及び
　－　少なくとも１つの抗微生物活性剤（Ｚ１）及び場合により粒状担体物質（Ｚ２）を
含む少なくとも１つの抗微生物剤（Ｚ）
の存在下で加水分解及び重縮合することを含み、
　少なくとも１つの抗微生物剤（Ｚ）が工程（ｂ）の際に非反応性である
前記方法。
【請求項２】
　抗微生物剤（Ｚ）が、抗微生物活性剤（Ｚ１）として銀イオンを含み、かつ粒状担体物
質（Ｚ２）としてゼオライト及びポリマーヒドロゲルの群から選択されるものを含む、請
求項１記載の方法。
【請求項３】
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　抗微生物剤（Ｚ）が、（ｉ）酸化亜鉛、並びに（ｉｉ）二酸化チタン、ＡｇＢｒ及びア
パタイトを含有する粒子から選択される１～５００ｎｍの数平均粒径を有する粒状抗微生
物活性剤（Ｚ１）を含む、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　抗微生物剤（Ｚ）が、第四級アンモニウム塩及び２－ブロモ－２－ニトロプロパン－１
，３－ジオールからなる群の少なくとも１つより選択される抗微生物活性剤（Ｚ１）を含
む、請求項１記載の方法。
【請求項５】
　ポリマー分散液（ＰＤ）のモノマーＭが、α，β－エチレン性不飽和モノカルボン酸と
及びジカルボン酸とＣ1～Ｃ20アルカノールと及びＣ5～Ｃ10シクロアルカノールとのエス
テル、ビニル芳香族化合物、ビニルアルコールとＣ1～Ｃ30モノカルボン酸とのエステル
、エチレン性不飽和ニトリル、ビニルハロゲン化物、ビニリデンハロゲン化物、モノエチ
レン性不飽和カルボン酸及びスルホン酸、リンモノマー、α，β－エチレン性不飽和モノ
カルボン酸と及びジカルボン酸とＣ2～Ｃ30アルカンジオールとのエステル、α，β－エ
チレン性不飽和モノカルボン酸と及びジカルボン酸と、第一級又は第二級アミノ基を含有
するＣ2～Ｃ30アミノアルコールとのアミド、α，β－エチレン性不飽和モノカルボン酸
の第一級アミド、並びにこれらのＮ－アルキル及びＮ，Ｎ－ジアルキル誘導体、Ｎ－ビニ
ルラクタム、開鎖状Ｎ－ビニルアミド化合物、アリルアルコールとＣ1～Ｃ30モノカルボ
ン酸とのエステル、α，β－エチレン性不飽和モノカルボン酸と及びジカルボン酸とアミ
ノアルコールとのエステル、α，β－エチレン性不飽和モノカルボン酸と及びジカルボン
酸と、少なくとも１つの第一級又は第二級アミノ基を含有するジアミンとのアミド、Ｎ，
Ｎ－ジアリルアミン、Ｎ，Ｎ－ジアリル－Ｎ－アルキルアミン、ビニル置換の及びアリル
置換の窒素複素環、ビニルエーテル、Ｃ2～Ｃ8モノオレフィン、少なくとも２つの共役二
重結合を有する非芳香族炭化水素、ポリエーテル（メタ）アクリレート、尿素基を含有す
るモノマー、並びにこれらの混合物から選択される、請求項１から４までのいずれか１項
に記載の方法。
【請求項６】
　少なくとも２つのモノマーＭを含むポリマーＰが、－２０～＋６０℃の範囲のガラス移
転温度を有する、請求項１から５までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　主要モノマーＭ１が、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ｎ
－プロピル（メタ）アクリレート、イソプロピル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メ
タ）アクリレート、ｓｅｃ－ブチル（メタ）アクリレート、ｔｅｒｔ－ブチル（メタ）ア
クリレート、ｎ－ペンチル（メタ）アクリレート、ｎ－ヘキシル（メタ）アクリレート、
ｎ－ヘプチル（メタ）アクリレート、ｎ－オクチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘ
キシル（メタ）アクリレート、スチレン、２－メチルスチレン及びこれらの混合物から選
択される、請求項１から６までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　主要モノマーＭ１の組み合わせが、
　ｎ－ブチルアクリレート及びメチルメタクリレート；
　ｎ－ブチルアクリレート、メチルメタクリレート及びスチレン；
　ｎ－ブチルアクリレート及びスチレン；
　ｎ－ブチルアクリレート及びエチルヘキシルアクリレート；
　ｎ－ブチルアクリレート、エチルヘキシルアクリレート及びスチレン
から選択される、請求項１から７までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　アルコキシシラン（Ｂ２）が、アルコキシシリル基含有モノマー、例えば、ビニルトリ
メトキシシラン、ビニルトリエトキシシラン、ビニルトリイソプロポキシシラン、ビニル
トリス（０－メトキシエトキシ）シラン、ビニルメチルジメトキシシラン、ビニルメチル
ジエトキシシラン、ビニルジメチルメトキシシラン、ビニルジメチルエトキシシラン、３
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－メタクリロイルプロピルトリメトキシシラン、３－メタクリロイルプロピルトリエトキ
シシラン、３－メタクリロイルプロピルメチルジメトキシシラン、３－メタクリロイルプ
ロピルメチルジエトキシシラン、トリス（２－アセトキシエチルジメチルシロキシ）シリ
ルプロピルアクリレート、メタクリート、トリス（２－カルボキシエチルジメチルシロキ
シ）シリルプロピルアクリレート及びメタクリレート、トリス（３－ヒドロキシプロピル
ジメチルシロキシ）シリルプロピルアクリレート及びメタクリレート、アクリレート及び
メタクリレート官能性フルオロ置換アルキル／アリールシロキサン、例えば、トリス（３
，３，３－トリフルオロプロピルジメチルシロキシ）シリルプロピルアクリレート及びメ
タクリレート、トリス〔３－ヘプタフルオロイソプロポキシプロピル）〕ジメチルシロキ
シシリルプロピルアクリレート及びメタクリレート、トリス（ペンタフルオロフェニルジ
メチルシロキシ）シリルプロピルアクリレート及びメタクリレートから選択されるか又は
一般式：
　ＨＳ－ＲＳ－ＳｉＲ６3-xＺx

〔式中、ＲＳは、二価アルキレン基であり、Ｒ６は、アルキル基であり、ｘは、１、２又
は３であり、そしてＺは、加水分解性基である〕を有するか又はこれらの混合物である、
請求項１から８までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　アルコキシシラン（Ｂ２）が、成分Ｂの質量全体に対して０．０１～５質量％の範囲で
存在する、請求項１から９までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　抗微生物剤（Ｚ）が、得られる組成物の乾燥質量全体に基づいて１～１０質量％の量で
存在する、請求項１から１０までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　請求項１から１１までのいずれか１項に記載の方法により得ることができる組成物。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の組成物を含む水性コーティング。
【請求項１４】
　－　少なくとも１つのアルコキシシラン（Ｂ２）及びポリマー分散液（ＰＤ）を含む少
なくとも１つの結合剤成分（Ｂ）と、
　－　請求項１から１１までのいずれか１項においてそれぞれ定義された少なくとも１つ
の抗微生物剤（Ｚ）と、
　－　７０質量％まで、好ましくは１０質量％～７０質量％の無機充填剤及び／又は無機
顔料と、
　－　０．１質量％～２０質量％の典型的な補助剤と、
　－　１００質量％にする水と
を含む水性組成物。
【請求項１５】
　請求項１から１１までのいずれか１項においてそれぞれ定義されている、
　ａ）少なくとも１つのアルコキシシラン（Ｂ２）及びポリマー分散液（ＰＤ）を含む結
合剤成分（Ｂ）と、
　ｂ）少なくとも１つの抗微生物剤（Ｚ）と
を、結合用途のために別個の部分として含有する硬化性組成物を含むキット。
【請求項１６】
　ポリマー分散液（ＰＤ）について定義されているアクリレートコポリマーと、Ｓｉ含有
基を介して互いに化学的に結合しているシリカとのハイブリッド網状構造物であって、前
記網状構造物に共有結合していない抗微生物剤を含むハイブリッド網状構造物。
【請求項１７】
　抗微生物性コーティングを製造するための請求項１２記載の組成物の使用。
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